
国
見
山
は
北
上
の
東
方
に
そ
び
え
る

標
高
２
０
０
ｍ
級
の
山
で
あ
る
。
昨
年

の
秋
、
童
心
会
(
※
１
)
の
会
員
を
誘
い

歩
い
て
み
た
。
足
の
弱
い
人
が
多
い
の

で
、
憩
い
の
森
か
ら
亀
の
子
岩
ま
で
歩

い
た
。
ほ
と
ん
ど
の
人
が
初
め
て
だ
と

い
う
。
和
賀
川
が
北
上
川
に
合
流
す
る

風
景
を
上
か
ら
眺
め
、
と
て
も
感
動
し

て
い
た
。
こ
ん
な
身
近
な
と
こ
ろ
に
人
々

が
感
動
す
る
素
晴
ら
し
い
と
こ
ろ
が
あ

る
の
だ
と
改
め
て
認
識
し
た
。

国
見
山
は
平
安
時
代
の
大
寺
院
跡
で

知
ら
れ
、
多
く
の
市
民
に
愛
さ
れ
る
山

で
あ
る
。
国
見
山
に
関
す
る
文
を
依
頼

さ
れ
て
荷
の
重
さ
を
感
じ
た
が
、
国
見

山
を
毎
週
歩
い
て
い
る
こ
と
、
地
学
の

教
員
を
し
て
い
た
こ
と
な
ど
で
こ
の
よ

う
な
タ
イ
ト
ル
の
文
を
書
く
に
至
っ
た

も
の
で
あ
る
。

国
見
山
を
歩
い
て
み
よ
う
。
山
の
東

側
、
極
楽
寺
か
ら
登
り
国
見
山
神
社
の

横
を
通
り
胎
内
く
ぐ
り
ま
で
急
登
、
過

ぎ
る
と
国
見
山
大
悲
閣
展
望
台
が
目
の

前
だ
。
北
に
下
り
尾
根
の
露
岩
帯
の
先

は
平
和
観
音
像
だ
。
こ
こ
か
ら
尾
根
沿

い
に
北
に
進
み
、
珊
瑚
岳
を
経
て
西
に

下
り
、
藩
境
界
塚
、
亀
の
子
岩
を
経
て

憩
い
の
森
に
至
る
。
ゆ
っ
く
り
歩
い
て

２
時
間
ほ
ど
、
一
般
的
な
散
策
コ
ー
ス

だ
。散

策
は
四
季
折
々
楽
し
み
が
あ
る
。

雪
解
け
の
早
春
に
は
オ
ウ
レ
ン
の
可
憐

な
花
が
、
春
に
は
カ
タ
ク
リ
が
咲
き
乱

れ
ヒ
メ
ギ
フ
チ
ョ
ウ
が
飛
び
交
い
、
ウ

ス
バ
サ
イ
シ
ン
の
葉
に
産
卵
す
る
。
遅

れ
て
チ
ゴ
ユ
リ
、
イ
カ
リ
ソ
ウ
が
あ
ち

こ
ち
に
咲
き
乱
れ
る
。
桜
や
ツ
ツ
ジ
と

と
も
に
楽
し
み
が
多
い
の
だ
。
夏
は
木

陰
に
な
る
散
策
路
が
心
地
よ
い
。
秋
は

紅
葉
、
冬
の
雪
道
は
神
秘
的
だ
。

さ
て
、
本
題
に
入
ろ
う
。
国
見
山
を

歩
い
て
目
に
つ
く
岩
を
見
て
み
よ
う
。

ま
ず
は
国
見
山
神
社
の
横
の
露
頭
(
岩
石

が
露
出
し
て
い
る
所
)
だ
。
火
山
角か

く
れ
き
が
ん

礫
岩

だ
。
次
に
胎
内
く
ぐ
り
の
岩
も
火
山
角

礫
岩
だ
(
写
真
１
）
。
展
望
台
を
支
え
て

い
る
大
岩
も
、
平
和
観
音
像
を
支
え
て

い
る
の
も
火
山
角
礫
岩
だ
(
写
真
２
）
。

珊
瑚
岳
、
亀
の
子
岩
も
同
様
だ
。
写
真

に
示
し
た
が
、
い
ず
れ
も
人
頭
大
の

岩が
ん
か
い塊

や
角
礫
の
間
を
細
粒
の
物
質
(
火
山

灰
等
)
が
埋
め
て
い
る
。
火
山
活
動
で
噴

出
し
た
砕さ

い
せ
つ屑

物
(
岩
塊
、
礫れ

き

、
火
山
灰
等
)

が
固
結
し
た
岩
石
を
火
山
砕
屑
岩
と
い
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展
勝
地
開
園
1
0
0
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
で
、
1
0
0
周
年
に
向
け
た
取
り
組
み
と
し

て
、
よ
り
多
く
の
市
民
に
展
勝
地
を
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
展
勝
地
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情

報
を
紹
介
し
て
い
ま
す
。
歴
史
的
な
こ
と
、
地
理
的
な
こ
と
、
自
然
環
境
の
こ
と
、
そ
し
て
、
展

勝
地
に
深
く
関
わ
っ
た
人
々
や
展
勝
地
を
題
材
に
し
た
美
術
・
文
芸
作
品
な
ど
に
つ
い
て
紹
介
し

て
い
き
ま
す
。
次
回
は
令
和
２
年
10
月
23
日
に
発
行
し
ま
す
。

展
勝
地
風
土
記

令
和
2
年
7
月
22
日

展
勝
地
開
園
1
0
0
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

問
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わ
せ
／
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写真１　胎内くぐりの露頭

写真２　平和観音像が建つ露頭



う
が
、
岩
塊
や
礫
の
割
合
が
多
い
岩
石

を
火
山
角
礫
岩
ま
た
は
凝

ぎ
ょ
う
か
い灰

角
礫
岩
と

称
し
、
火
山
灰
の
割
合
が
多
い
岩
石
を

火
山
礫
凝
灰
岩
と
い
う
。

胎
内
く
ぐ
り
の
岩
を
観
察
し
て
み
よ

う
。
砕
屑
物
が
固
結
し
た
も
の
だ
が
脆も

ろ

く
な
い
。
硬
い
の
だ
。
他
の
露
頭
も
同

様
。
硬
い
か
ら
長
い
年
月
の
浸
食
に
耐

え
残
っ
た
の
だ
。
砕
屑
物
が
硬
い
岩
に

な
る
仕
組
み
は
続
成
作
用
に
よ
る
。
堆

積
し
た
砕
屑
物
の
間か

ん
げ
き隙

を
埋
め
て
い
る

水
が
堆
積
物
の
圧
力
で
絞
り
出
さ
れ
、

そ
の
隙
間
に
二
酸
化
ケ
イ
素
や
炭
酸
カ

ル
シ
ウ
ム
が
入
り
込
み
セ
メ
ン
ト
の
役

割
を
す
る
の
だ
。
そ
の
結
果
、
強
固
な

岩
石
と
な
っ
て
い
る
。

も
う
少
し
露
頭
を
観
察
し
て
み
よ
う
。

礫
の
岩
質
は
、
多
く
が
安
山
岩
(
一
部
玄

武
岩
)
で
あ
る
。
主
に
斜
長
石
、
輝き

せ

き石
か

ら
な
る
火
山
岩
で
あ
る
。
角
礫
を
よ
く

見
て
み
よ
う
。
少
し
角
が
取
れ
て
い
る

も
の
が
多
い
。
こ
れ
は
火
山
砕
屑
物
が

そ
の
ま
ま
堆
積
し
た
の
で
は
な
く
、
山

体
崩
壊
等
で
崩
れ
落
ち
堆
積
し
た
こ
と

を
物
語
っ
て
い
る
。
決
し
て
静
か
な
環

境
で
は
な
か
っ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
と

こ
ろ
が
、
国
見
山
神
社
横
の
参
道
や
鳥

居
の
西
の
車
道
の
り
面
に
堆
積
模
様
が

み
ら
れ
る
所
が
あ
る
(
写
真
３
)
。
砂
質

の
堆
積
模
様
が
ク
ロ
ス
し
て
い
る
。
ク

ロ
ス
ラ
ミ
ナ
だ
。
流
水
に
よ
り
形
成
さ

れ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
。
ま
た
、

黒
岩
の
呉
竹
の
採
石
場
跡
か
ら
植
物
の

葉
の
化
石
が
見
つ
か
っ
て
い
る
。
火
山

活
動
が
落
ち
着
い
た
時
期
に
、
生
物
が

生
息
で
き
る
環
境
が
あ
っ
た
の
だ
。

国
見
山
周
辺
の
明
神
岳
や
阿あ

こ

や

古
耶

谷だ
に

(
口
内
地
区
)
、
北
の
胡
四
王
山
(
花
巻

市
)
、
南
は
江
刺
の
北
部
ま
で
類
似
の
火

山
砕
屑
岩
や
溶
岩
が
露
出
す
る
。
多
く

が
類
似
の
岩
相
だ
が
、
狼

お
い
の
ほ
ら

洞
(
花
巻
市
東

和
町
南
成
島
)
に
は
柱
状
節
理
が
発
達
す

る
溶
岩
(
写
真
４
)
が
観
察
さ
れ
る
。
す

な
わ
ち
、
か
つ
て
こ
の
地
域
に
巨
大
な

火
山
活
動
が
あ
り
、
多
量
の
噴
出
物
を

放
出
し
堆
積
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

生
成
年
代
は
新
生
代
第
三
紀
中
新
統
、

お
お
よ
そ
２
０
０
０
万
年
前
前
後
と
報

告
さ
れ
て
い
る
。
岩
石
に
含
ま
れ
る
放

射
性
同
位
元
素
の
崩
壊
か
ら
測
定
さ
れ

る
の
だ
が
、
測
定
場
所
や
報
告
者
に
よ

り
測
定
値
に
バ
ラ
ツ
キ
は
あ
る
。

国
見
山
に
露
出
す
る
火
山
角
礫
岩
は

強
固
な
石
で
あ
る
。
硬
く
割
れ
目
が
少

な
い
。
こ
れ
は
樹
木
に
と
っ
て
根
が
張

り
に
く
く
生
育
に
難
し
い
環
境
と
考
え

る
。
確
か
に
尾
根
筋
は
樹
木
が
少
な
く

歩
き
や
す
い
の
だ
。
今
は
植
物
に
覆
わ

れ
て
い
る
国
見
山
だ
が
植
物
を
は
ぎ
取

る
と
険
し
い
岩
山
の
相
を
呈
す
る
。
ま

さ
に
里
か
ら
そ
び
え
る
霊
山
な
の
だ
。

そ
の
雰
囲
気
が
味
わ
え
る
晩
秋
か
ら
初

冬
の
国
見
山
も
お
薦
め
だ
。

終
わ
り
に
、
国
見
山
の
岩
相
は
変
化

が
少
な
く
研
究
報
告
も
極
め
て
少
な
い
。

大
石
雅
之
氏
(
※
２
)
に
は
現
地
で
貴
重

な
ご
教
授
を
い
た
だ
い
た
。
拙
い
文
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
市
民
の
宝
で
あ

る
国
見
山
を
一
人
で
も
多
く
の
人
々
が

関
心
を
高
め
て
い
た
だ
け
た
ら
幸
い
で

あ
る
。

※
１　

黒
沢
尻
第
１
区
老
人
ク
ラ
ブ

※
２　

岩
手
県
立
博
物
館
研
究
協
力
員

　
　
　

岩
手
大
学
非
常
勤
講
師
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